















本稿は、序章・終章を含め 8 章から構成され、各章の要約は以下のとおりである。 
序章 本稿の問題意識と各章の概要 
第 1 章 世代会計の手法面の展開と類型 
第 2 章 世代会計の基本推計 
第 3 章 世代会計における受益・負担の世代間分配手法の頑健性の検証 
第 4 章 遺産を考慮した世代間格差の分析 































































































































補章においては、第 5 章の財政危機を考慮した世代会計の分析の前提としている Hoshi 
and Ito (2014)の財政危機の時期の推計手法について、多様な貯蓄の推計による頑健性の検
証を行うとともに、改善された手法を用いて財政危機の時期の推計を行った。 
Hoshi and Ito (2014)においては、政府債務残高が民間貯蓄残高を上回る時期を財政危機





財政危機の発生時期は 2034～2039 年度となり、Hoshi and Ito (2014)の手法に従った基本
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